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一
般
会
計
他
５
会
計

を
全
会
一
致
で
可
決

質

疑

▼
一
般
会
計
補
正
予
算

７
５
８
６
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
は
87
億
７
０
９
９

万
円
。
こ
の
う
ち
、
継
立
地

区
に
地
域
共
生
施
設
を
設
置

す
る
安
心
生
活
基
盤
構
築
事

業
４
６
６
万
円
、
旧
法
務
局

を
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と

し
て
活
用
す
る
た
め
の
改
修

工
事
費
等
１
２
０
０
万
円
、

ご
み
収
集
業
務
等
及
び
資
源

物
処
理
業
務
の
外
部
処
理
委

託
料
９
８
１
万
円
を
補
正
し

た
。

12 月定例会
補正予算

ご
み
収
集
業
務
等
に
８
７
７
万
円

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

国
保
シ
ス
テ
ム
改
修
、
一
般

被
保
険
者
療
養
費
及
び
出
産

育
児
一
時
金
の
増
に
よ
る
追

加
。

（
４
０
８
万
円
の
増
額
）

重
山
議
員　

継
立
地
区
に
お

安
心
生
活
基
盤
構
築

事
業

資
源
物
処
理
業
務
に
１
０
４
万
円
を
追
加

ご
み
処
理
委
託
料

楢
﨑
議
員　

資
源
ご
み
処
理

業
務
委
託
料
が
大
幅
に
追
加

さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
。

環
境
政
策
課
長　

炭
化
処
理

施
設
の
故
障
と
最
終
処
分
場

の
延
命
化
を
図
る
た
め
、
従

来
、
炭
化
処
理
し
て
い
た

木
く
ず
類
、
最
終
処
分
場
に

埋
め
立
て
し
て
い
た
硬
質
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
と
衣
類
を
、
外

部
処
理
委
託
す
る
こ
と
と
な

り
、
委
託
料
を
追
加
し
た
。

▼
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
、

福
祉
用
具
購
入
費
及
び
地
域

密
着
型
予
防
サ
ー
ビ
ス
給
付

の
増
に
よ
る
追
加
。

（
３
４
４
万
円
の
増
額
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
の
額
の
確
定
に
伴
う

補
正
。

（
１
７
５
万
円
の
減
額
）

▼
住
宅
団
地
造
成
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

朝
日
４
丁
目
住
宅
団
地
第
４

期
造
成
に
係
る
用
地
購
入
費

の
追
加

（
３
３
７
７
万
円
の
増
額
）

▼
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算公
共
桝
設
置
箇
所
の
増
に
伴

う
追
加
。

（
４
６
０
万
円
の
増
額
）

2

け
る
高
齢
者
等
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
は
。

保
健
福
祉
課
長　

継
立
地
区

の
ス
ー
パ
ー
跡
地
を
活
用

し
、
栗
山
ゆ
り
の
会
が
運
営

す
る
障
が
い
者
の
作
業
所
を

拠
点
と
し
、
高
齢
者
・
障
が

い
者
・
子
ど
も
を
交
え
た
共

生
型
地
域
交
流
施
設
と
す
る

も
の
で
、
地
元
老
人
ク
ラ
ブ

の
協
力
を
得
な
が
ら
行
う
予

定
で
あ
る
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

改
修
工
事

楢
﨑
議
員　

旧
法
務
局
を
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て

活
用
す
る
が
事
業
内
容
は
。

保
健
福
祉
課
長　

開
設
時
間

を
１
時
間
延
長
し
、
現
在
策

定
中
の
子
ど
も
・
子
育
て
事

業
計
画
で
、
関
係
者
か
ら

意
見
を
聴
き
な
が
ら
検
討
す

る
。

 最終処分場の現地視察 ( 産業福祉常任委員会）
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条　

例

▼
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
27
年
１
月

か
ら
出
産
育
児
一
時
金
の
支

給
額
が
変
更
と
な
る
こ
と
に

伴
う
も
の
。

▼
乳
幼
児
及
び
児
童
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正

27
年
４
月
よ
り
医
療
費
の
助

成
対
象
年
齢
を
18
歳
ま
で
拡

大
す
る
こ
と
に
伴
う
も
の
。

▼
公
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正

26
年
10
月
よ
り
中
国
残
留
邦

人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進

並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国

残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶

者
の
自
立
支
援
に
関
す
る
法

律
へ
題
目
変
更
さ
れ
た
こ
と

に
伴
う
も
の
。

▼
桜
山
自
然
の
家
条
例
を
廃

止今
年
度
末
を
も
っ
て
桜
山
自

然
の
家
を
廃
止
す
る
も
の
。

▼
議
会
基
本
条
例
の
一
部
を

改
正

決
議
事
項
に
お
け
る
計
画
名

人
事
案
件 志摩　隆氏 ( 継立 )

志
摩　

隆
氏
を
再
任
す
る
こ

と
に
同
意
。
任
期
は
27
年
１

月
１
日
か
ら
30
年
12
月
31
日

ま
で
の
４
年
間
。

公
平
委
員
に

志
摩
氏
を
再
任

監
査
委
員
に

谷
田
氏
を
再
任

谷
田
進
太
郎
氏
を
再
任
す
る

こ
と
に
同
意
。
任
期
は
27
年

１
月
１
日
か
ら
30
年
12
月
31

日
ま
で
の
４
年
間
。

 谷田進太郎氏 ( 錦３)

称
の
変
更
と
議
会
議
員
政
治

倫
理
条
例
の
施
行
に
伴
う
も

の
。

▼
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

議
員
の
政
治
倫
理
の
確
立

と
、
よ
り
一
層
の
向
上
に
努

め
、
町
民
に
信
頼
さ
れ
る
議

会
づ
く
り
の
た
め
27
年
４
月

施
行
す
る
も
の
。

▼
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正年
度
当
初
の
一
括
交
付
か

ら
、
政
務
活
動
を
行
っ
た
後

に
交
付
を
受
け
る
方
法
へ
改

正
す
る
も
の
。

教
育
委
員
に

月
輪
氏
を
再
任

月
輪
淳
裕
氏
を
再
任
す
る
こ

と
に
同
意
。
任
期
は
26
年
12

月
20
日
か
ら
30
年
12
月
19
日

ま
で
の
４
年
間
。

人
権
擁
護
委
員
に

喜
多
村
氏

喜
多
村
正
子
氏
を
推
せ
ん
す

る
こ
と
に
同
意
。
任
期
は
27

年
４
月
１
日
か
ら
30
年
３
月

31
日
ま
で
の
３
年
間
。

 月輪淳裕氏 ( 角田 ) 喜多村正子氏 ( 継立 )

3

そ
の
他

▼
栗
山
町
第
５
次
総
合
計
画

の
一
部
変
更

民
間
大
規
模
建
設
物
耐
震
診

断
補
助
事
業
、
安
心
生
活
基

盤
構
築
事
業
を
追
加

▼
訴
え
の
提
起
に
係
る
専
決

処
分

公
営
住
宅
使
用
料
の
滞
納
者

に
対
し
、
民
事
訴
訟
手
続
き

を
管
轄
裁
判
所
に
提
起
す
る

も
の
。

第
６
次
総
合
計
画
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画
は

中
長
期
財
政
問
題
等
調
査
特
別
委
員
会
へ
付
託

　

現
行
の
第
５
次
総
合
計
画

が
今
年
度
を
も
っ
て
終
了
す

る
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度

か
ら
の
８
ヵ
年
の
ま
ち
の
将

来
像
や
重
点
政
策
方
針
、
分

野
別
政
策
の
基
本
方
針
な
ど

を
定
め
た
ま
ち
の
最
上
位
計

画
で
あ
る
第
６
次
総
合
計
画

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
策
定
作
業
が

進
め
ら
れ
、
分
野
別
懇
談
会

や
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
い
、
計
画
素
案
を
策
定

し
、
そ
の
素
案
を
も
と
に
町

民
全
戸
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

等
を
実
施
し
、
今
年
度
、
総

合
計
画
審
議
会
で
の
審
議
を

経
て
、
議
会
へ
と
提
案
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
も
こ
の
間
、

計
画
策
定
の
当
初
の
段
階
か

ら
行
政
と
協
議
し
、
一
般
会

議
を
６
回
行
い
進
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

本
計
画
案
は
、
中
長
期
財

政
問
題
等
調
査
特
別
委
員
会

へ
付
託
さ
れ
、
慎
重
に
審
議

し
て
い
き
ま
す
。



道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
へ
の
加
入
推
進
に
関
す
る
決
議

　

本
町
の
廃
棄
物
処
理
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
実
現
の
た
め
に
脱
焼
却
を
進
め
、
徹
底
し
た
ご
み
資
源
化
や
中

間
処
理
を
行
い
、
最
終
処
分
量
の
減
容
に
努
め
る
な
ど
最
終
処
分
場
の
延
命
を
目
指
し
て
適
正
な
ご
み
処
理
体
制
を
図
っ
て

き
た
。

　

平
成
23
年
か
ら
導
入
し
た
炭
化
処
理
施
設
は
、
最
終
処
分
場
の
埋
め
立
て
ご
み
減
容
の
た
め
、
炭
に
で
き
る
ご
み
を
炭
化

処
理
し
て
き
た
が
、
故
障
に
よ
り
稼
働
停
止
・
廃
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
も
こ
の
炭
化
処
理
施
設
を
継
続
し
て
い
く
に
は
、
装
置
の
安
全
性
が
確
保
で
き
ず
、
ま
た
維
持
し
て
い
く
た
め
高
額

な
費
用
を
要
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
さ
ら
に
ご
み
分
別
の
困
難
性
を
解
消
す
る
た
め
の
簡
易
な
分
別
方
法
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
ご
み
処
理
方
針
を
変
更
し
、
道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
に
よ
る
広
域
で
行
う
焼
却
処
理

方
法
が
、
本
町
の
将
来
に
わ
た
る
財
政
面
や
長
期
的
に
み
て
も
最
善
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
本
町
議
会
は
、
道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
へ
の
加
入
推
進
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
る
よ
う
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。　
　
　
　
　

平
成
26
年
12
月
18
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗
山
町
議
会
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道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
へ
の
加
入
促
進
に
関
す
る
決
議
を
可
決

12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
へ
の
加
入
促
進
に
関
す
る
決
議
が
議
会
よ
り
提
出
さ
れ
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

１１月臨時会（11 月 28 日）

【補正予算】
▼２６年度一般会計補正予算
２ １ ５ ３ 万 円 を 追 加 し て、 予 算 総 額
は ８ ６ 億 ９ ５ １ ２ 万 円。 主 な も の は、
本 年 度 の 人 事 院 勧 告 に 伴 う 人 件 費 の
１１９０万円の追加、１２月１４日執行
の衆議院議員総選挙費の９６３万円追
加。
▼２６年度介護保険特別会計補正予算
人事院勧告に伴う人件費１７万円を追加
補正。
▼２６年度下水道事業会計補正予算
人事院勧告に伴う人件費１０万円を追加
補正。

【条　例】
▼職員の給与に関する条例及び栗山町職
員の通勤手当支給に関する条例の一部を
改正
▼栗山町議会議員の議員報酬及び費用弁
償に関する条例の一部を改正
▼特別職の職員の給与に関する条例及び
栗山町教育委員会教育長の給与及び勤務
時間等に関する条例の一部を改正

以上３件の条例改正は、人事院勧告に伴
う条例改正。

炭
化
施
設
の
廃
止
に
か
か
る

陳
情

提
出
者　

中
川　

政
裕

陳
情
の
要
旨

　

炭
化
施
設
を
廃
止
し
て
、

広
域
処
理
組
合
へ
参
加
す
る

こ
と
へ
変
更
す
る
こ
と
に
賛

同
し
、
議
会
も
ご
審
議
、
検

証
く
だ
さ
り
、
町
民
が
ひ
と

つ
に
な
っ
て
進
め
る
決
断
を

さ
れ
る
よ
う
陳
情
い
た
し
ま

す
。

　

平
成
16
年
以
来
、
環
境
に

優
し
く
、
埋
立
地
の
延
命
を

目
指
し
て
検
討
さ
れ
、
平
成

23
年
４
月
始
動
で
し
た
が
、

平
成
24
年
９
月
の
事
故
、　

今
年
５
月
、
７
月
と
故
障
が

相
次
ぎ
、
稼
働
停
止
の
状
態

で
す
。
不
安
定
で
い
つ
危
険

な
こ
と
が
起
き
る
か
も
し
れ

な
い
設
備
は
、
長
期
の
事
業

に
は
な
じ
ま
な
い
と
思
い
ま

す
。
昨
年
11
月
、
こ
の
施
設

が
有
る
こ
と
に
よ
り
組
合
の

参
加
を
断
念
し
、
埋
立
て
へ

の
参
加
を
打
診
し
な
が
ら
、

次
を
検
討
さ
れ
て
き
た
経
緯

か
ら
考
え
、
町
民
は
も
と
よ

陳　

情

り
、
２
市
３
町
に
は
礼
を
尽

く
し
た
説
明
対
応
が
求
め
ら

れ
ま
す
が
、
広
域
協
議
序
段

の
今
、「
組
合
に
加
わ
っ
て

処
理
」
を
選
択
の
タ
イ
ム
リ

ミ
ッ
ト
の
時
と
考
え
ま
す
。

　

町
民
に
は
、
様
々
な
意
見

が
あ
り
ま
す
。
議
会
も
真
摯

に
向
き
合
い
、
こ
の
機
会
に

全
て
の
廃
棄
物
に
つ
い
て
も

今
一
度
検
証
な
さ
れ
て
、
未

来
に
向
か
い
栗
山
の
生
活
環

境
が
よ
り
安
定
し
、
や
が
て

来
る
今
の
埋
立
地
の
期
限
を

心
配
す
る
こ
と
な
く
、
町
全

体
が
広
域
処
理
で
の
新
し
い

体
制
が
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
ま
れ
る
こ
と
を
切
望
し
、

陳
情
と
い
た
し
ま
す
。

採
決　

全
会
一
致

結
果　

採
択

 参考人質疑 (12 月 17 日 )

12 月定例会　議案審議
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■
募
集
期
間　

平
成
26
年
11
月
４
日
～
11
月
28
日

■
意
見
提
出　

４
件
（
男
性
３
人
、
女
性
１
人
）

　
　
　
　
　
　
　

持
参
１
件
、、
Ｆ
Ａ
Ｘ
３
件

町パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

民
意
見
の
募
集
結
果

栗
山
町
議
会
で
は
、
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
募
集
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
町
民
の
意
見

【
条
例
不
要
】

　

議
会
基
本
条
例
第
23

条
に
「
議
員
の
政
治
倫

理
」
に
関
す
る
条
項
が

あ
る
。「
議
員
は
、
町

民
全
体
の
代
表
者
と
し

て
、
そ
の
倫
理
性
を
常
々

自
覚
し
、
自
己
の
地
位

に
基
づ
く
影
響
力
を
不

正
に
行
使
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
町
民
の
疑
惑

を
招
く
こ
と
の
な
い
よ

う
行
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」
と
あ
る
。
い

た
ず
ら
に
、
条
例
を
制

定
す
る
こ
と
で
事
務
繁

多
に
な
り
、
議
員
・
議

会
事
務
局
の
本
来
の
業

務
が
妨
げ
ら
れ
る
よ
う

な
こ
と
が
生
じ
て
は
な

ら
な
い
。
そ
れ
と
も
、

こ
の
条
例
で
対
応
で
き

な
い
不
祥
事
が
近
年
起

こ
っ
て
い
た
の
か
。

【
条
例
不
要
】

　

議
会
（
案
）
第
４
条

以
降
を
議
会
基
本
条
例

に
加
え
て
は
ど
う
か
。

議
員
は
、
当
選
後
の
研

修
教
習
で
１
番
目
に
出

て
く
る
こ
と
で
は
な
い

か
。
今
回
の
政
務
活
動

費
の
増
額
に
対
し
て
の

心
構
え
を
表
わ
そ
う
と

し
て
い
る
と
住
民
は
考

え
て
い
る
。

　

調
査
請
求
は
、
選
挙

権
を
有
す
る
町
民
の
50

分
の
１
で
地
方
自
治
法

の
請
求
権
と
同
じ
だ
が
、

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
10

人
の
連
署
で
十
分
で
、

１
５
０
人
の
連
署
が
あ

る
よ
う
で
は
議
会
が
解

散
す
る
。
そ
れ
位
の
心

構
え
が
あ
っ
て
当
然
。

貴
重
な
ご
意
見

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　栗山町議会基本条例第２３条には、議

員の政治倫理としての基本姿勢を規定し

ています。

　議員は町民の付託に応える活動を行い、

より一層の政治倫理の確立と向上に努め、

公正性と透明性の確保、町民に信頼され

る開かれた議会づくりを進めることが必

要と考え、別途政治倫理に関する基本と

なる事項を明確かつ具体的に定めた栗山

町議会議員政治倫理条例を制定するもの

です。

■意見に対する議会の考え方

【
条
例
制
定
賛
成
】

　

民
主
主
義
の
原
則
で

議
員
個
人
の
私
利
私
欲

の
た
め
で
は
な
く
、
公

正
・
公
平
に
町
民
の
た

め
の
議
会
運
営
に
貢
献

で
き
る
と
思
う
。

【
条
例
制
定
に
疑
問
】

　

条
例
制
定
の
理
由
（
趣

旨
）
が
な
い
の
で
答
え

よ
う
が
な
い
。
議
会
基

本
条
例
と
ど
う
関
係
す

る
か
明
ら
か
で
な
い
。

　

条
例
の
内
容
で
は
、

審
議
会
が
議
員
で
の
構

成
と
な
っ
て
お
り
「
仲

間
同
士
」
で
の
審
議
は

審
議
と
い
え
る
の
か
。

議会議員政治倫理条例を制定
　栗山町議会では、議会基本条例第２３条に議員の政治倫理に関する規定がありますが、より一層の政治倫
理の確立とその向上に努めるため、平成２５年より議会改革推進会議で議論を重ねてきました。また、町民
からの意見をいただきながら、１２月定例会で栗山町議会政治倫理条例を全会一致で可決し、本年４月より
施行します。

質

疑

楢
﨑
議
員　

平
成
18
年
５
月

議
会
基
本
条
例
が
制
定
さ

れ
、
第
23
条
で
政
治
倫
理
に

つ
い
て
謳
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
後
、
議
会
と
し
て
倫
理
に

抵
触
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の

か
。
ま
た
、
倫
理
条
例
が
な

い
こ
と
で
不
利
益
が
あ
っ
た

の
か
。
町
民
は
、
な
ぜ
倫
理

条
例
を
制
定
す
る
の
か
疑
問

を
持
っ
て
い
る
。

置
田
委
員
長　

町
民
と
議

会
、
町
民
と
議
員
の
中
で
ル

ー
ル
を
明
確
化
す
る
た
め
の

も
の
。
政
策
課
題
の
大
命
題

で
あ
っ
た
。

重
山
議
員　

議
会
で
、
町
民

意
見
の
妥
当
性
の
論
議
が
な

く
、
何
ひ
と
つ
反
映
さ
れ
て

い
な
い
。
結
果
と
し
て
、
住

民
参
加
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
す
ぎ
な
い
の
で
は
。

置
田
委
員
長　

条
例
の
提
案

は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
な

い
。
基
本
的
な
倫
理
基
準
を

明
確
に
し
条
例
化
す
る
こ
と

で
、
資
質
の
向
上
に
つ
な
が

る
と
思
う
。
町
民
意
見
に
関

す
る
回
答
は
、議
会
だ
よ
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
う
。



どうなった？
あの一般質問を追跡！

町 長 答 弁

小学校体育館つり天井の対応は
文部科学省は、東日本大震災で落下被害があ
った屋内運動場のつり天井について耐震性を
点検し、危険な場合は撤去を要請している。
本町では、栗山・角田小学校につり天井が設
置されいる。災害時の避難所でもあることか
ら耐震診断をはじめ、今後の対応策を。
（平成２５年９月定例会）

施設の状況に応じた対策を講ずる
東日本大震災以来、高所からの落下物の危険
性が指摘されるようになった。学校は、地震
をはじめとする災害時における児童生徒の安
全確保の場であり、避難所に指定されている
施設でもある。文部科学省の手引きに基づく
教職員の見回り、点検では問題がなかったが、
今後、施設の状況に応じ、どのような対策を
講ずることが最も効果的かを総合的に判断す
る。

①空き家等の適正管理に関する条例を
空き地、空き家が増え続けていることから、本
町においても「空き家等の適正管理に関する条
例」の制定に向けた取り組みが必要では。
（平成２４年６月定例会）
②空き家の有効対策を
人口減に歯止めをかけるため、移住・定住者、
新規就農者等へ、空き家となっている町職員住
宅、教職員住宅等を早急に活用すべきでは。
（平成２４年３月定例会）

①条例制定を前向きに検討
地域の防災、防犯などの観点から、空き家住宅増加
の現状を踏まえ、条例制定に向けて前向きに検討し、
町民団体も交え、さらに検討を進める。
②費用対効果を勘案し有効活用を図る
空き家状態となっている場合、今後の入居状況を見
極めながらその用途を廃止し、「町営住宅」や「普
通財産」として平成１８年度から有効活用している。
老朽化が進んでいる住宅は大規模な修繕等が必要で
あり、費用対効果を勘案しながら有効活用を図る。

こうなりました

教育長答弁

こうなりました

※過去の定例会での一般質問から一部をピックアップして、その後、どのように町政に反映されたのかを　
検証します。

空き家対策 教育環境

「空き地・空き家バンク制度」創設を検討
空き家問題は、あくまで個人財産であることか
ら、行政が権利・登記関係を含めた相談窓口を
設置する考えはない。しかし、空き地、空き家
の解消と移住促進の観点から情報提供する仕組
みとして、第６次総合計画において「空き地・
空き家バンク制度」の創設の検討を進めていく。

角田小学校つり天井撤去工事を実施
地震による児童の安全確保及び災害時の避難
所であることから、角田小学校体育館の耐震
補強工事を実施する。平成２６年度は調査設
計、平成２７年度補強工事を実施する予定で
ある。なお、栗山小学校は、第６次総合計画
において、校舎全体を含めた計画的な改修の
中で検討を進めていく。
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今年度の政務調査活動について報告します。
議員個人の活動報告書は議会図書室で閲覧できます。

政務調査活動報告

 東京都　法政大学、全国町村議会議長会事務局  

地方議会の活性化と自治体行政のあり方とは　
 【参加者】八木橋義則・友成克司・大井賢治・三田源幸・小寺進・大西勝博・土井道子・藤本光行・鵜川和彦

法政大学
★

市民と議員の条例づくり
交流会議 2014

　
視
察
を
終
え
て

　

今
回
の
研
修
で
、
議
会
に

よ
る
行
政
の
事
業
・
施
策
・

評
価
・
点
検
が
で
き
て
い
な

い
こ
と
と
、
縮
小
時
代
に
お

け
る
公
共
施
設
の
更
新
・
管

理
な
ど
に
住
民
と
議
会
が
工

夫
を
凝
ら
し
、
積
極
的
に
か

か
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。
ま
た
、
全

国
町
村
議
会
議
長
会
に
お
け

る
研
修
の
中
で
、
議
員
や
委

員
会
提
案
に
よ
る
様
々
な
条

例
が
施
行
さ
れ
て
い
る
実
例

を
見
る
と
、
住
民
益
や
町
益

に
か
な
う
と
い
う
前
提
の
も

と
、
様
々
な
角
度
か
ら
検
討

が
必
要
と
考
え
る
。

　

７
月
26
日
・
27
日
、
東
京
都
千
代
田
区
で
開
催
さ
れ
た
「
市

民
と
議
員
の
条
例
づ
く
り
交
流
会
議
２
０
１
４
」
に
参
加
し

た
。

　
「
市
民
と
議
員
の
条
例
づ

く
り
交
流
会
議
」
は
、
本
町

議
会
の
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る

法
政
大
学
の
廣
瀬
教
授
ら
が

発
起
人
と
な
っ
て
毎
年
開
催

さ
れ
る
会
議
で
、
全
国
の
地

方
議
会
議
員
を
中
心
に
一
般

市
民
や
議
会
事
務
局
関
係
者

な
ど
が
地
方
議
会
の
活
性
化

や
自
治
体
行
政
の
あ
り
方
な

ど
を
、
講
演
や
テ
ー
マ
別
グ

ル
ー
プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を

通
し
て
掘
り
下
げ
、
意
見
を

交
わ
す
会
議
で
あ
る
。

　

第
１
日
は
、
全
国
の
地
方

議
会
改
革
の
現
状
報
告
が
あ

り
、
平
成
18
年
栗
山
町
議
会

が
全
国
に
先
駆
け
て
制
定
し

た
議
会
基
本
条
例
は
、
平
成

26
年
度
中
に
は
全
体
の
約
３

割
を
超
え
る
６
０
０
議
会
に

達
す
る
報
告
が
あ
っ
た
。
併

せ
て
、
国
の
議
会
に
お
け
る

様
々
な
取
り
組
み
も
紹
介
さ

れ
た
が
、
議
会
に
よ
る
行
政

の
事
業
・
施
策
・
計
画
の
評

価
・
点
検
が
、
ま
だ
十
分
で

は
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
ま
ち
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
に
ど
う
か
か
わ
っ
て

い
く
の
か
と
い
う
テ
ー
マ

で
、総
合
計
画
の
重
要
性
と
、

そ
れ
に
積
極
的
に
議
会
が
か

か
わ
る
た
め
の
総
合
計
画
条

例
に
つ
い
て
講
演
が
あ
っ

た
。

　

第
２
日
は
、
４
名
の
講
演

を
通
し
て
、
規
模
縮
小
時
代

に
入
っ
た
地
方
自
治
に
お
い

て
、
公
共
施
設
な
ど
の
管
理

や
更
新
、
除
却
に
至
る
ま
で

議
会
や
住
民
が
積
極
的
に
か

か
わ
っ
て
い
く
重
要
性
が
指

摘
さ
れ
、
住
民
と
議
会
の
双

方
向
性
を
進
め
る
工
夫
が
必

要
と
感
じ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
住
民
と
議
会
を
結
ぶ
議

会
報
告
会
に
つ
い
て
、
全
国

の
地
方
議
会
議
員
と
現
状

と
問
題
点
に
つ
い
て
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
議

会
報
告
会
を
未
実
施
の
議
会

が
ま
だ
ま
だ
多
く
、
導
入
時

の
問
題
点
の
話
が
あ
っ
た
。

実
践
と
し
て
、
テ
ー
マ
別
報

告
会
の
開
催
や
議
員
以
外
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
導

入
、
カ
フ
ェ
形
式
で
の
開
催

な
ど
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
も

聴
か
れ
、
さ
ら
に
良
き
報
告

会
に
向
け
参
考
と
し
た
い
。

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
で

は
、
事
務
局
員
か
ら
地
方
議

会
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。
主
な
テ
ー

マ
は
、
通
年
議
会
、
住
民
と

の
一
般
会
議
、
議
員
提
案
で

可
決
さ
れ
た
条
例
、
地
方
制

度
調
査
会
の
動
向
、
地
方

議
会
議
員
選
挙
の
現
状
と
課

題
、
議
会
報
告
会
の
課
題
な

ど
が
あ
っ
た
。

行
財
政
縮
小
時
代
の
地
域
未
来
の
た
め
に



①ごみ処理変更にあたって

４議員が一般質問
重山雅世 議員

楢﨑忠彦 議員

①空き家情報の一元化と移住者への情報提供を
②今後のごみ処理対策は

土井道子 議員

友成克司 議員

①行政・地域資料のデジタル化を

①学校給食センターの整備にかかる展開・展望は

町
政
に

こ
こ
が
聞
き
た
い
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Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｑｕｅｓｔｉｏｎ

ご
み
処
理

  ごみ処理変更にあたって

一定程度の町民理解が得られた

くりやまぎかいだより№ 142

重山雅世 議員

議
員　

本
町
の
ご
み
処
理

方
針
は
、
中
間
処
理
の
炭

化
施
設
廃
止
に
伴
い
、
脱

焼
却
か
ら
焼
却
へ
と
大
き

く
舵
を
取
ら
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
。

　

中
間
処
理
施
設
の
炭
化

施
設
が
、
稼
働
後
１
年
半

で
１
号
炉
の
炭
化
ボ
ッ
ク

ス
内
の
爆
発
事
故
で
扉
が

吹
き
飛
び
、
３
年
余
り
で

冷
却
水
漏
れ
と
故
障
続
き

で
、
安
全
性
や
修
繕
費
も

高
額
に
な
る
た
め
、
炭
化

処
理
施
設
の
廃
止
を
決
め

た
。

　

町
民
説
明
会
で
町
民
か

ら
は
、「
廃
止
理
由
（
１
．

釜
全
体
の
交
換
、
改
良
に

経
費
約
３
千
４
０
０
万
円
、

産業福祉常任委員会で炭化施設を視察

２
．
導
入
時
よ
り
修
理
費
燃

料
費
が
予
想
以
上
に
高
騰
、

３
．
安
全
操
業
の
た
め
の
点

検
日
数
の
増
）
は
、
当
初
か

ら
想
定
さ
れ
た
こ
と
で
は
」、

「
６
０
０
度
の
高
熱
に
よ
る

金
属
疲
労
や
老
朽
化
は
考
え

ら
れ
な
い
」
等
の
声
や
「
町

長
の
執
行
責
任
を
問
う
」
と

の
声
も
聞
か
れ
た
。
以
下
、

見
解
は
。

①
町
民
説
明
会
で
町
民
の
理

解
、
合
意
が
得
ら
れ
た
と
判

断
し
た
の
か
。

②
故
障
原
因
に
つ
い
て
、
設

置
者
・
製
造
業
者
の
見
解
は
。

③
保
障
期
間
２
年
後
に
新
た

な
保
険
契
約
に
加
入
と
の
こ

と
だ
っ
た
が
。

④
ご
み
分
別
方
法
の
変
更
の

時
期
及
び
町
民
へ
の
周
知

は
。

⑤
生
ご
み
・
下
水
道
汚
泥
の

処
理
に
つ
い
て
、
広
域
組
合

の
構
成
市
町
で
バ
イ
オ
マ
ス

や
堆
肥
化
等
の
取
り
組
み
も

さ
れ
て
お
り
、
焼
却
で
は
な

く
堆
肥
と
し
て
資
源
化
の
方

法
を
継
続
し
て
は
。

⑥
一
般
廃
棄
物
処
理
で
全
国

ト
ッ
プ
で
導
入
し
た
の
が
誤

り
だ
っ
た
の
で
は
。

町
長　

本
年
11
月
に
実
施
し

た
「
ご
み
処
理
方
針
に
つ
い

て
の
説
明
会
」
に
お
い
て
、

「
導
入
時
点
で
の
見
通
し
に

甘
さ
が
あ
っ
た
の
で
は
」
と

の
意
見
が
あ
っ
た
が
、
導
入

し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
間

違
っ
た
判
断
で
は
な
か
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

①
11
月
10
日
よ
り
６
回
開
催

9

し
た
町
民
説
明
会
で
は
、
一

部
町
民
か
ら
は
、
導
入
時
の

判
断
の
不
十
分
さ
や
炭
化

炉
本
体
の
構
造
上
の
問
題
点

の
指
摘
や
廃
止
す
る
理
由
な

ど
、多
数
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
処
理
方
針
の
変

更
に
対
す
る
反
対
意
見
は
な

か
っ
た
と
判
断
し
て
お
り
、

一
定
程
度
の
町
民
の
理
解
が

得
ら
れ
た
と
判
断
し
て
い

る
。

②
製
造
業
者
に
強
度
な
ど
責

任
が
あ
る
と
判
断
し
て
い
る

が
、
損
害
賠
償
の
期
間
は
既

に
経
過
し
て
お
り
、
責
任
は

問
え
な
い
。

③
炭
化
施
設
事
故
に
か
か
る

保
険
加
入
は
し
て
い
な
い
。

④
道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
で

の
ご
み
処
理
方
針
が
決
定
さ

れ
た
以
降
に
、
本
町
の
分
別

方
針
の
見
直
し
を
行
う
。

⑤
組
合
加
入
後
、
生
ご
み
は

焼
却
さ
れ
、
堆
肥
施
設
は
平

成
36
年
度
で
廃
止
す
る
。

⑥
ト
ッ
プ
で
の
導
入
は
意
識

し
て
い
な
い
。
循
環
型
社
会

の
構
築
の
た
め
進
め
て
き

た
。
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12 月定例会　一般質問

議
員　

炭
化
処
理
施
設
の
廃

止
に
伴
い
町
民
説
明
会
や
一

般
会
議
を
通
し
ご
み
処
理
方

針
説
明
会
を
開
催
、
概
要
に

つ
い
て
も
報
告
さ
れ
た
道
央

廃
棄
物
処
理
組
合
へ
の
加
入

方
針
を
提
案
さ
れ
た
。

①
処
理
組
合
の
焼
却
処
理
施

設
が
本
格
稼
働
す
る
平
成
36

年
４
月
ま
で
の
10
年
間
、
外

部
処
理
委
託
方
針
に
伴
う
最

終
処
分
場
の
延
命
化
と
分
別

の
処
理
方
式
に
つ
い
て
。

②
「
生
ご
み
用
指
定
袋
」
の

サ
ン
プ
ル
調
査
の
結
果
に
つ

い
て
。

③
中
国
製
の
袋
か
ら
日
本
製

へ
の
変
更
に
伴
い
、
大
変
破

れ
や
す
く
な
っ
た
。
変
更
ま

で
に
ま
だ
半
年
先
と
の
こ
と

だ
が
、
現
在
の
袋
の
料
金
改

定
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長　

①
現
在
、
炭
化
処
理

施
設
の
稼
働
停
止
に
伴
っ

て
、
最
終
処
分
場
の
埋
め
立

て
量
減
容
の
た
め
、
木
く
ず

類
、
衣
料
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
な
ど
を
町
外
の
専
門
業
者

へ
処
理
を
委
託
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
、
処
理
組

合
の
焼
却
炉
が
稼
働
す
る
10

年
後
ま
で
最
終
処
分
場
の
延

命
化
が
図
れ
る
と
考
え
て
い

る
し
、
さ
ら
な
る
ご
み
の
減

容
化
に
つ
い
て
も
努
力
し
て

い
く
。

②
指
定
ご
み
袋
に
つ
い
て
は

仕
様
変
更
後
、
多
く
の
町
民

の
方
々
よ
り
破
れ
や
す
い
等

の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

増加傾向にある町内の空き家

議
員　

空
き
家
の
管
理
に
つ

い
て
は
、
所
有
者
の
責
任
に

お
い
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
本
人
が
亡
く
な

ら
れ
た
後
、
名
義
変
更
が
さ

れ
て
い
な
い
た
め
所
有
者
の

確
認
が
困
難
と
な
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
。

　

入
居
者
の
い
な
い
住
宅

は
、
年
数
の
経
過
と
と
も
に

傷
み
も
進
む
。
行
政
と
し
て

も
、
相
談
窓
口
を
一
本
化
し

て
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
住
宅
に
関
す
る
情
報
を

一
元
化
し
、
将
来
的
に
は
移

住
相
談
に
結
び
つ
く
よ
う
な

受
け
皿
づ
く
り
が
必
要
で
は

な
い
か
。

町
長　

空
き
家
問
題
に
つ

い
て
は
、
あ
く
ま
で
個
人

の
財
産
で
あ
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
行
政
が
権
利
・
登
記

関
係
を
含
め
た
相
談
窓
口
を

設
置
す
る
と
い
う
考
え
は
な

い
。

　

し
か
し
、
空
き
地
、
空
き

家
の
解
消
と
移
住
促
進
の
観

点
か
ら
情
報
提
供
す
る
仕
組

み
と
し
て
、
第
6
次
総
合
計

画
に
お
い
て
「
空
き
地
・
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
」
の
創
設

に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

ごみ処理

町
外
専
門
業
者
へ
処
理
委
託

今
後
の
ご
み
処
理
対
策
は

産業福祉常任委員会で資源リサ
イクルセンター視察

くりやまぎかいだより№ 142

る
こ
と
か
ら
、
町
民
約
50

人
の
方
々
に
３
種
類
の
サ

ン
プ
ル
を
試
し
て
い
た
だ

い
た
。
結
果
と
し
て
、
長

崎
県
で
使
用
さ
れ
て
い
る

袋
が
最
も
良
い
と
い
う
結

果
で
あ
っ
た
の
で
、
次
回

か
ら
そ
の
仕
様
で
発
注
し

て
い
く
。

③
現
在
の
袋
の
料
金
の
改

定
は
行
わ
な
い
。
た
だ
し
、

サ
イ
ズ
の
変
更
や
広
域
組

合
の
ご
み
袋
が
決
定
さ
れ

た
段
階
で
料
金
改
定
の
検

討
を
す
る
。

空
き
家
対
策

「空き地・空き家バンク制度」創設を検討

楢﨑忠彦 議員

 空き家情報の一元化と移住者への情報提供を
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Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｑｕｅｓｔｉｏｎ

行
政
運
営

  行政・地域資料のデジタル化を
一部を平成２７年度から実施予定

議
員　

現
在
発
行
さ
れ
て
い

る
「
広
報
く
り
や
ま
」
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
検
索

で
き
る
が
、
20
年
前
以
上
の

出
来
事
を
調
べ
る
に
は
、
手

が
か
り
が
少
な
い
状
況
に
あ

る
。
本
町
に
つ
い
て
調
べ
て

い
る
人
や
、
栗
山
町
に
か
つ

て
住
ん
で
い
た
方
が
、
過
去

等
の
情
報
を
知
り
た
い
場

合
、
昔
の
写
真
や
記
録
が
容

易
に
入
手
で
き
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、「
ふ
る
里
は
栗

山
で
す
」
を
掲
げ
て
中
身
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
残
存

し
て
い
る
役
場
の
明
治
時
代

か
ら
の
古
文
書
や
地
図
な
ど

を
デ
ジ
タ
ル
化
し
保
存
を
行

い
、
だ
れ
も
が
閲
覧
で
き
る

環
境
に
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　

栗
山
町
の
過
去
か
ら

の
資
料
の
散
逸
を
防
止
す
る

上
で
も
、
一
元
的
に
管
理
す

昭和 36 年の商店街の様子

くりやまぎかいだより№ 142

土井道子 議員

る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検

索
で
き
る
環
境
は
、
町
民
や

町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
に

と
っ
て
も
便
利
と
考
え
る
。

　

現
在
、
本
町
で
の
Ｉ
Ｔ
導

入
以
前
の
資
料
の
量
は
膨
大

で
、
広
報
及
び
古
文
書
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、
必

要
と
認
め
な
が
ら
も
、
例
え

ば
、
町
広
報
で
も
４
２
０
万

円
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、

費
用
対
効
果
を
勘
案
し
、
実

施
し
な
い
と
判
断
し
て
い

る
。

　

な
お
、
広
報
写
真
及
び
記

録
映
像
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、

第
６
次
総
合
計
画
に
お
い

て
、
平
成
27
年
度
か
ら
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。

再
質
問　

デ
ジ
タ
ル
化
は
諸

経
費
が
か
さ
む
こ
と
は
理
解

で
き
る
が
計
画
的
に
、
例
え

ば
、
１
９
６
０
年
代
の
人
口

が
多
い
時
代
の
写
真
や
家
文

書
な
ど
を
整
理
・
保
存
し
、

そ
の
資
料
に
よ
っ
て
高
齢
者

の
皆
さ
ん
が
当
時
の
思
い
出

を
甦
ら
せ
、
次
世
代
へ
語
り

継
ぐ
き
っ
か
け
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

　

保
存
資
料
は
、
部
署
を
定

め
一
元
管
理
し
、
住
民
に
周

知
す
る
の
が
望
ま
し
い
。
資

料
収
集
は
、
人
脈
を
駆
使
し

町
内
会
や
団
体
等
と
の
連
携

が
大
切
で
あ
る
。

　

各
種
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
の

記
録
は
、
担
当
課
で
保
管
し

て
い
る
と
思
う
が
、
一
元
管

理
し
点
検
作
業
を
す
る
こ
と

が
大
事
で
は
な
い
か
と
思
う

が
ど
う
か
。

町
長　

町
史
編
さ
ん
は
10
年

反
問
！

町
長　

議
員
も
図
書
館
長
を

さ
れ
て
い
た
際
、
資
料
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
手
掛
け
た
こ
と

は
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、

実
際
に
取
り
組
ん
で
み
て
ど

う
だ
っ
た
か
。

議
員　

町
の
予
算
に
よ
り
一

部
昭
和
35
年
当
時
の
地
図
等

を
業
者
委
託
し
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
し

た
が
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
掲
載
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
開
基
90
年
の
映
像
も

Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
し
た
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
を
計
画
し

た
も
の
の
未
だ
実
施
さ
れ
て

い
な
い
。
図
書
館
で
デ
ジ
タ

ル
化
し
た
記
録
は
、
管
理
し

一
般
に
貸
出
し
て
い
る
。

ス
パ
ン
で
実
施
し
て
い
る
が

デ
ジ
タ
ル
化
は
実
施
し
て
い

な
い
。
あ
る
程
度
、
図
書

館
と
し
て
整
理
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
資
料
の
一
元

管
理
は
今
後
検
討
す
る
。
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くりやまぎかいだより№ 142

教
育
環
境

第 6 次総合計画後期建設に向け準備

 学校給食センターの整備にかかる展望・展開は

議
員　

学
校
給
食
は
、
児
童

生
徒
の
健
全
な
発
達
に
資

し
、
ま
た
、
国
民
の
食
生
活

の
改
善
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
学
校
教
育
活

動
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
。

　

従
前
の
一
般
質
問
の
答
弁

の
内
容
と
し
て
、
完
全
民
営

化
は
で
き
な
い
と
い
う
厳
格

な
規
制
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

調
理
部
門
の
み
の
業
務
等
民

間
委
託
を
議
会
へ
提
案
さ
れ

た
が
、
平
成
21
年
12
月
に
否

決
さ
れ
た
こ
と
は
残
念
。
本

町
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
平

成
３
年
１
月
に
新
築
さ
れ
、

平
成
９
年
４
月
に
「
学
校
給

食
衛
生
管
理
基
準
」の
通
知
、

平
成
21
年
の
学
校
給
食
法
改

定
に
よ
る
「
学
校
給
食
衛
生

管
理
基
準
」
に
照
ら
す
と
、

構
造
上
対
応
し
づ
ら
い
と
こ

ろ
も
存
在
し
て
い
る
。
学
校

給
食
部
門
に
お
い
て
は
、
由

仁
町
と
の
連
携
を
検
討
し
て

い
た
が
、
平
成
25
年
度
に
破

綻
と
な
り
、
第
６
次
総
合
計

第６次総合計画後期展望計画で建て替えが検討される
給食センター

友成克司 議員

画
に
盛
り
込
む
べ
き
と
考
え

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

第
６
次
総
合
計
画
の
後
期

４
年
で
、「
建
て
替
え
」
の

検
討
、
最
新
設
備
を
有
す
る

給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
の
検
討

と
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な

展
開
、
展
望
は
。

教
育
長　

現
行
の
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
３
年
４

月
か
ら
供
用
開
始
し
、
本
年

で
23
年
を
経
過
す
る
施
設
で

あ
る
。
近
年
、
学
校
給
食
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
さ
ら
に

厳
し
さ
を
増
す
「
学
校
給
食

衛
生
管
理
基
準
」
に
適
合
す

る
施
設
の
整
備
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
承

知
の
と
お
り
、
由
仁
町
と
の

広
域
連
携
に
よ
る
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
き
た
が
、

結
果
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

単
独
で
取
り
組
む
と
い
う
結

論
に
至
っ
た
。
平
成
20
年
４

月
改
正
の
学
校
給
食
法
で

は
、「
食
育
の
推
進
」
が
新

た
に
盛
り
込
ま
れ
、
年
々
増

加
の
傾
向
に
あ
る
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
に
対
応
す
る
機
能
を

持
つ
施
設
、
さ
ら
に
は
、
災

害
時
に
も
対
応
す
る
機
能
を

備
え
た
施
設
な
ど
の
整
備
が

全
国
的
に
進
め
ら
れ
始
め
て

い
る
。

　

本
町
と
し
て
も
、
今
日
的

な
機
能
を
備
え
た
学
校
給
食

施
設
の
建
て
替
え
に
関
す
る

事
例
や
情
報
の
収
集
に
努

め
る
と
と
も
に
、
学
校
給
食

運
営
委
員
会
を
は
じ
め
関
係

者
の
意
見
も
い
た
だ
き
、
第

６
次
総
合
計
画
に
お
け
る
後

期
建
設
に
向
け
た
準
備
の
た

め
、
今
し
ば
ら
く
時
間
を
い

た
だ
き
た
い
。

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁
の内容を要約して載せています。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されており、ご覧になりた
い方は議会事務局までお問い合わせください。

質問は要約されています
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出来事・話題
T o p i c s

町議会議員を５期２０年、その間１期、副
議長を務められた小寺議員に、１２月１７
日北海道知事より北海道社会貢献賞が贈ら
れました。

小寺議員に北海道社会貢献賞

※注１　正副議長（鵜川議長、八木橋副議長）は、議会運営委員会には委員ではなく、オブザーバーとして出席
※注２　監査委員（小寺議員）は、決算委員会には監査委員として出席
※注 3　土井議員は、平成 26 年 4 月から　
※注 4　各特別は予算、決算、議員定数問題等調査、中長期財政問題等調査特別委員会
※注 5　その他は一般会議、議会報告会、モニター会議

26 年 1 月 1 日～ 12 月 31 日
本会議 委員会 出欠状況

会議名 定例会 臨時会 総務教育 産業福祉 広報広聴 広報小 議会運営 各特別 その他 出席 欠席 出席率
（％）

八木橋義則 12 3 - 8 5 - - 11 24 63 0 100
友成　克司 12 3 5 - 5 - 12 11 23 71 1 98.6
大井　賢治 12 3 - 8 5 12 - 11 17 68 0 100
三田　源幸 12 3 - 8 5 12 12 11 24 87 0 100
小寺　　進 12 3 5 - 5 - - 9 17 51 0 100
大西　勝博 12 3 - 8 5 12 11 11 24 86 1 98.9
大平　逸男 12 3 5 - 5 12 - 11 16 64 1 98.5
土井　道子 9 2 3 - 1 - - 3 12 30 0 100
藤本　光行 12 3 5 - 5 12 12 11 24 84 0 100
楢﨑　忠彦 12 3 5 - 5 - - 11 17 53 0 100
置田　武司 12 3 - 7 5 - 12 11 24 74 1 98.7
重山　雅世 12 3 - 8 5 12 - 11 17 68 0 100
鵜川　和彦 12 3 - - - - - - 24 39 0 100

議員の出席簿

重山議員に町政功労賞

町議会議員を４期１６年の長きにわたり
務められた重山議員に、１１月１３日町長
より町政功労賞（自治功労）が贈られまし
た。
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議会の予定
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「集いの場　
  農村環境改善センター」
     蓑嶋 輝男 さん（朝日４）

　退職を機に何かしないといけないと考えていたところ、栗山に嫁い
だ娘から「栗山にいい仕事があるヨ」と電話があり、それならばと、
会社の面接を受け即採用となり、栗山町に移り住み 12 年になります。
　道北暮らしが長かった私にとって栗山町は、気候が温暖で雪も少な
く、とても住みやすい町です。今は、角田にあります農村環境改善セ
ンターで受付業務についております。
　そこで、ご存じとは思いますが、センターの役割と利用についてお
話をしたいと思います。
　角田地区に集合施設として旧役場庁舎を手直しして、中部公民館と
して利用していましたが、建物が老朽化したので住民から新しい建物
の要望があがり、町は農村総合整備事業として、地域住民の文化を高
める場として役場跡地に、昭和 55 年 12 月鉄筋コンクリート 2 階建て
を落成。翌年、付帯施設としてテニスコートを完成させました。＜角
田郷土史より＞
　今日まで、冠婚葬祭・各種文化・スポーツにとその役割を果たして
きました。しかし、ここ数年は一般利用者が減少している現状にあり
ます。過疎化・少子高齢化・若者流出等々社会情勢の変化は致し方な
いところです。センターも今年で 35 年目となり建物は古くはなって
きていますが、これまで多くの改修繕がなされ、昨年 12 月には体育
館耐震化工事が終了し、併せて照明が LED に取り替えられました。平
成 20 年からは、指定管理制度となり、町民のふれあい講座、映画上
映会等にも取り組んでいます。
　町民集いの場、文化高揚の施設として活用され、テニスコート共々
多くの皆様のご利用をお待ちしています。

議会の予定は変更になる場合がありま
す。議会事務局または議会ホームペー
ジでご確認ください。

　　　　は議会活動に触れる最も
身近な方法です。皆さんの選んだ議
員の活動や町政の方針などを、ぜひ
ご覧ください。会議当日の受付で傍
聴できますので、役場旧庁舎３階の
傍聴席入口までお越しください。

傍聴
議会に行こう！

３月定例会の開会日

月　　 日～２３

町議会のくわしい情報は栗山町議会ホームページへ 栗山町議会 検索

2015 年 2 月１日発行

編集後記

ひとこと

広報広聴常任委員会（広報小委員会）
委員長／藤本光行　副委員長／重山雅世
委　員／大井賢治　三田源幸　大西勝博　大平逸男

2 月 19 日（木） 一般会議
26 日（木） 議会運営委員会

3 月 2 日（月）～ 第 2 回定例会
23 日（月）～ 議会報告会

く
り
や
ま
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
で
、
町
内
で
洋
菓

子
店
「
シ
・
サ
ワ
ッ
ト
」
を
営
む
千
葉
店
主

を
講
師
に
招
き
、
地
元
の
食
材
を
活
か
し
た

タ
ル
ト
づ
く
り
が
行
わ
れ
、
小
さ
な
パ
テ
ィ

シ
エ
た
ち
が
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
（
１
月
14
日　

く
り
や
ま
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
）
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大
西
撮
影

表紙の一枚！




